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大多喜町第４次総合計画及び大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略 

策定支援業務仕様書 

 

１ 業務名 

  大多喜町第４次総合計画及び大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略策定支援業務 

 

２ 委託業務 

委託する業務内容は、下記の２業務とする。 

⑴  大多喜町第４次総合計画策定支援業務（別紙１） 

⑵  大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略策定支援業務（別紙２） 

 

３ 委託期間 

  本計画の策定期間は、令和６年度から令和７年度までの２年間であり、本業務の委託期 

間については、契約締結日から令和８年３月２５日までとする。 

 

４ 業務に必要な届出書類 

受託者は、契約締結後、速やかに町の指定する担当職員と打合せを行うとともに、以下                                       

の書類を提出するものとする。 

⑴ 着手届及び行程表 

⑵ 業務計画書 

⑶  業務実施体制届及び管理技術担当者届 

⑷  その他、町が必要と認める書類 

 

５ 業務履行の確認 

受託者は、業務完了時後、速やかに以下の書類を提出し、町の完了検査を受けること。 

⑴ 業務完了届 

⑵  納品書 

⑶  成果品（提出すべき成果品は、各業務の別紙仕様書のとおりとし、町の検査を受け、 

検査後に成果品の受け渡しを行うものとする。） 

 

６ 留意事項 

⑴ 受託者は、業務の詳細について常に町と連絡をとり、十分な打合せをして、業務の目                                    

的を達成しなければならない。 

⑵ 受託者は、本仕様書の内容及び本仕様書に明示ない項目について疑義があるときは、
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速やかに町と協議の上、町の意図を十分に理解し、業務を遂行するものとする。 

⑶ 本業務により得られた成果品及び資料、情報等は、町の許可なく他に公表、貸与、使                                       

用、複写、漏えいしてはならない。 

⑷ 業務完了後に、受託者の責任に帰すべき理由による成果物の不良個所があった場合は、

受託者は速やかに必要な訂正、補足等の措置を行うものとし、これに対する経費は受託

者の負担とする。 

⑸ 成果品及び本業務におけるあらゆる作成物の所有権、著作権は町に帰属するものとし、                                     

町が自由に加工、増刷等を行い、公表できるものとする。 
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                                    （別紙１） 

大多喜町第４次総合計画策定支援業務仕様書 

１ 業務名 

  大多喜町第４次総合計画策定支援業務 

 

２ 業務の目的 

本業務は、「大多喜町第３次総合計画（以下「現計画」という。）」の計画期間が令和７年

度で終了となることから、令和８年度を初年度とする大多喜町のまちづくりの指針となる

「大多喜町第４次総合計画（以下「本計画」という。）」を策定することを目的とする。 

 

３ 策定の条件 

  本計画は、「基本構想」、「基本計画」、「資料編」の３種構造とし、それぞれの策定趣旨、 

構成は次のとおりとする。 

 ⑴ 基本構想 

   少子化・高齢化などを踏まえた１０年後の町のあるべき姿を描き、その目標の達成を

図るため、本町が持つ強みや潜在力を最大限に発揮した町政を推進するために必要とな

る中長期的な展望に立ったまちづくりの基本目標やその方向性（政策）等を示すもの。 

  【計画期間】令和８年度から令和１７年度までの１０年間 

 ⑵ 基本計画 

   総合計画等の検証や基礎調査等の分析を踏まえ、基本構想で示すまちづくりの方向性

（政策）ごとの重要課題、重点プロジェクトを明確にし、政策を実現するための具体的

な方策や対策、指標などで構成する。 

  【前期計画期間】令和８年度から令和１２年度までの５年間 

 

４ 業務の内容 

  主な業務は、以下の項目を予定している。 

  具体的な内容については、受注者からのプロポーザル提案等を踏まえ、発注者と受注者 

との協議により決定する。 

  なお、各種資料の内容や作成期限、各会議の開催日等の詳細なスケジュールについては、 

記載のあるものを除き、別途指定する。 

  

【令和６年度】 

⑴ 基礎調査 
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大多喜町及び千葉県等の関連計画、各種アンケート調査結果等を収集分析し、計画策

定の基礎とする。 

⑵ 現計画の検証 

   現計画に対する達成度や課題等の検証をする。 

⑶ 現地調査 

大多喜町の現地調査を行い、地域の実情を把握し、計画策定の基礎とする。 

⑷ 住民意識調査 

ア １８歳以上の町民１，８００人（無作為抽出）及び中高生を対象にアンケート調査

を実施し、計画策定の基礎とする。 

イ アンケート調査実施内容 

・調査票原案の作成と補修正 

・アンケート調査票印刷 

・委託者が作成した宛名ラベルの貼付 

・対象者への発送・回収 

・往返信用封筒の手配及び印刷 

・アンケート調査票及び往返信用封筒の封入・封かん作業 

・ウェブ回答におけるシステム構築等 

・アンケート集計及び取りまとめ 

・分析表の作成 

・報告書の作成 

（※）対象者抽出は町で行うが、アンケート調査に係る往信、返信に係る郵便料の 

支払いの経費については受注者の負担とする。 

⑸ 職員意識調査 

ア 職員を対象にアンケート調査を実施し、計画策定の基礎とする。 

イ アンケート調査実施内容 

・調査票原案の作成と補修正 

・アンケート調査票印刷 

・ウェブ回答におけるシステム構築等 

・アンケート集計及び取りまとめ 

・分析表の作成 

⑹ 転入者及び転出者意識調査 

ア 町ですでに実施している転出入アンケートを活用して分析を行い、計画策定の基礎

とする。 
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イ アンケート調査実施内容 

・アンケート集計及び取りまとめ 

・分析表の作成 

・報告書の作成 

⑺ 都市住民意識調査 

ア 都市住民を対象にウェブ上におけるアンケート調査を実施し、計画策定の基礎とす

る。 

イ アンケート調査実施内容 

・調査票原案作成と補修正 

・ウェブ上におけるアンケート調査実施 

・アンケート集計及び取りまとめ 

・分析表の作成 

⑻ 先進事例調査 

   他の自治体の定住促進のための取組を調査し、計画策定の基礎とする。 

⑼ 住民公聴会の実施支援 

ア 町内５地区での住民公聴会（各地区１回の開催）の運営支援（企画提案、説明資料

作成、議事録の作成、物品等の準備等） 

イ 報告書の作成 

⑽ 各種団体との懇談会の実施支援 

ア 町内８団体程度（子育て団体・観光関係団体・教育関係団体・農業関係団体・商業

関係団体等）との懇談会（各団体１回の開催）の運営支援（企画提案、説明資料作成、

議事録の作成、物品等の準備等） 

イ 報告書の作成 

 ⑾ 特別職インタビュー、議員ヒアリング 

町長の将来に向けた町の展望、重点施策等を聞き取りの上、計画策定の基礎とする。 

⑿ 各課ヒアリング 

現計画の達成状況等の資料を基に、各課ヒアリングを実施する。 

⒀ 将来推計の検討 

ア 直近の国勢調査又は住民基本台帳等に基づいた、総人口、年齢階層別人口、世帯

数及び各種産業人口の推計を行う。 

イ 町財政部局との調整を図りながら、財政の推計を行う。 

ウ 結果報告書の作成 
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 ⒁ 課題の整理・分析 

   上記⑴から⒀の業務を踏まえ、大多喜町の課題の整理・分析を行う。 

⒂ 各種策定会議の実施支援 

ア 各種会議（総合開発審議会３回程度、策定委員会３回程度、策定委員会専門部会

４回程度）の運営支援（企画提案、説明資料作成、議事録の作成、物品等の準備、

ファシリテーターの配置等） 

イ 報告書の作成 

 

【令和７年度】 

⑴ 基本構想素案及び原案の作成 

ア 令和６年度に行った業務等に基づく、基本構想の素案及び原案を作成する。 

イ 本文の説明を補完するグラフや図表、イラスト、写真等を適切に配置し、誰もが理 

解しやすい内容となるよう工夫すること。 

⑵ 基本計画素案及び原案の作成 

ア 基本構想に基づく各分野の具体的な計画として、基本計画の素案及び原案を作成す 

る。 

イ 本文の説明を補完するグラフや図表、イラスト、写真等を適切に配置し、誰もが理 

解しやすい内容となるよう工夫すること。 

ウ 基本計画に位置付けする施策には、対応する SDGsを明記する。 

エ 計画の進捗管理を行うため、本町の計画にふさわしい「目標指標」や「成果指標」の 

具体的な設定案を作成すること。 

  オ 人口減少問題対策や地域活性化など、本町が直面する課題の解決を図るために、特 

   に重点的に取り組むべき事業として定める「重点プロジェクト」の案を作成する。 

⑶ パブリックコメントの実施支援 

計画素案が確定した段階で、パブリックコメントの実施支援（意見の集計、対応案の 

作成）を行う。 

⑷ 各種策定会議の実施支援 

ア 各種会議（総合開発審議会５回程度、策定委員会３回程度、策定委員会専門部会

２回程度）の運営支援（企画提案、説明資料作成、議事録の作成、物品等の準備、

ファシリテーターの配置等） 

イ 報告書の作成 

⑸ 各課ヒアリング 

基本計画素案に基づく各課の実施計画ヒアリングを実施する。 
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⑹ 実施計画の策定支援 

各課ヒアリングに基づく実施計画の策定支援（実施計画案の作成）を行う。 

⑺ 第４次総合計画書（基本構想・基本計画）の作成支援 

ア 基本構想及び基本計画の構成及び内容に関する助言並びにその作成支援 

イ 第４次総合計画書成果品の作成（写真及び挿絵を含む。） 

 

５ 成果品 

 【令和６年度】 

⑴ 住民意識調査報告書（Ａ４判簡易製本 ５０部、関連書類） 

⑵ 住民公聴会報告書（Ａ４判） 

⑶ 各種団体懇談会報告書（Ａ４判） 

⑷ 各種策定会議報告書（Ａ４判）  

⑸ 上記成果品電子データ一式 

 

【令和７年度】 

⑴ 各種策定会議報告書（Ａ４判） 

⑵ 第４次総合計画書（基本構想・基本計画） 

  議会上程用完成版データ（令和７年度１０月末までに納品） 

⑶ 第４次総合計画・基本計画 

Ａ４判約２００頁（４色刷り約２００頁）２００部 

（※）納品は、ファイリング用穴あけ加工をし、ファイルに綴じて納品すること。 

⑷ 第４次総合計画書（基本構想・基本計画）（概要版） 

   Ａ４版、両面印刷８頁、４色刷り、中綴じ、上質紙１３５ｋｇ ４，０００部 

   （※）納品は、発注者が指定した部数ごとに梱包して納品すること。 

⑸ 上記成果品電子データ一式 

 

【共通事項】 

⑴ 成果品の部数表示のないものについては、随時部数を提示するものとする。 

⑵ 電子データは、編集が可能な形式（MS-WORD）で納入するものとする。 
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                                   （別紙２） 

大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略策定支援業務仕様書 

 

１ 業務名  

大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略策定支援業務  

 

２ 業務の目的  

本業務は、「第２期大多喜町総合戦略」の計画期間が令和７年度で終了となることか

ら、地方創生の更なる充実、強化に向け、切れ目なく取組みを進めるため、令和８年度を

初年度とする大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略を策定することを目的とする。 

また、国では、令和４年１２月に「デジタル田園都市国家構想総合戦略」を策定したこ

とから、社会経済情勢や本町を取り巻く課題等を踏まえ、人口ビジョンを検証、分析し、

将来展望を示した人口ビジョンに修正し、本町において考えられる地域の個性や魅力を活

かした地域ビジョンを再構築した上で、新たなまちづくりの指針となる「人口ビジョ

ン」・「総合戦略」を策定する。 

 

３ 策定の条件 

  本戦略は、「人口ビジョン」、「総合戦略」、「資料編」の３種構造とし、それぞれの

策定趣旨、構成は次のとおりとする。 

 ⑴ 人口ビジョン 

   本町の人口の現状分析を行い、人口問題に関する基本認識を共有し、今後目指すべき

将来の方向と人口の将来展望を示すもの。 

 ⑵ 総合戦略 

   人口ビジョンで示した、本町の人口の現状と将来の姿を踏まえ、今後５か年の取り組

むべき施策の基本的方向や具体的な施策を定めたもの。 

 

４ 業務の内容 

  総合計画策定業務の基礎調査、検証等を活用し、大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦

略を策定するものとする。 

  主な業務は、以下の項目を予定している。 

  具体的な内容については、受注者からのプロポーザル提案等を踏まえ、発注者と受注者

との協議により決定する。 

  なお、各種資料の内容や作成期限、各会議の開催日等の詳細なスケジュールについて

は、記載のあるものを除き、別途指定する。 

 

⑴ 「人口ビジョン」策定支援 

ア  人口動態や経済指標等を活用した人口動向分析 

イ  ２０６０年までを基本とした将来人口推計と分析  
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ウ  人口の変化が地域の将来に与える影響の分析・考察 

エ 将来展望に必要な調査、分析 

オ 目指すべき将来の方向性、基本的な施策の方向性 

カ 人口の将来展望 

（※）策定にあたり、重視する視点 

・ 本町における人口減少の要因や経済状況と人口減少の関連性が分析されている 

こと。 

・ 本町の長所や短所、強みや弱みなどを踏まえた、進むべき将来の方向性が示さ 

れていること。 

・ 目指すべき人口の将来推計手法（自然増減，社会増減の推計）がわかりやすく

示されていること。 

    

⑵ 「総合戦略」策定支援 

人口ビジョンで示す将来の方向性を具現化していくため、令和８年度から令和１２年度 

における具体の取組み等を取りまとめた総合戦略の策定において、以下の４点を踏まえた 

総合的な支援を行う。 

ア 基本目標の設定  

イ 講ずべき施策に関する基本的方向の明示  

ウ 具体的な施策及び重要業績評価指標（ＫＰＩ）の設定  

エ 事業効果を検証、評価、改善するための仕組みづくりの構築  

（※）策定にあたり、重視する視点  

・ わかりやすく、適正な基本目標、ＫＰＩが設定されていること。  

・ 事業効果の検証、評価、改善の仕組みづくりが構築されていること。  

・ 本町の特徴を踏まえた独自性のある施策や方向性に基づく戦略の構成となって 

いること。 

 

⑶ 大多喜町総合戦略推進会議の運営支援 

ア 大多喜町総合戦略推進会議（３回程度）の運営支援（企画提案、説明資料作成、議

事録の作成、物品等準備、ファシリテーターの配置等） 

イ 報告書の作成 

 

⑷ 庁内会議の運営支援 

ア 「人口ビジョン」及び「総合戦略」の策定に係る庁内会議（４回程度）の運営支

援（企画提案、説明資料作成、議事録の作成、物品等準備、ファシリテーターの配

置等） 

イ 報告書の作成 
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５ 成果品 

【令和７年度】 

⑴ 大多喜町総合戦略推進会議報告書（Ａ４判） 

⑵ 大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略 

Ａ４判約２００頁（４色刷り約２００頁）２００部 

（※）納品は、ファイリング用穴あけ加工をし、ファイルに綴じて納品すること。 

⑶ 大多喜町人口ビジョン・第３期総合戦略（概要版） 

     Ａ４版、両面印刷４頁、４色刷り、中綴じ、上質紙１３５ｋｇ ４，０００部 

     （※）納品は、発注者が指定した部数ごとに梱包して納品すること。 

⑷ 上記成果品電子データ一式 

 

【その他】 

⑴ 成果品の部数表示のないものについては、随時部数を提示するものとする。 

⑵ 電子データは、編集が可能な形式（MS-WORD）で納入するものとする。 

 

 

 


